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グリーンが映える豊科町東山も、今から10数年前までは

杏
々がうつそうとしげる丘陵

聾ざ
した。この丘陵地は西側こそ比高250mに 及ぶ断層崖を形成し

珈ダ|ないますが、東側は比較的穏やかで浅い谷が発達しています。また、随所に風化した粘土層が

;出 :し、湧水も豊富でした。

ねこに須恵器という古代の上器を焼いた窯跡が発見された訃とこに須恵器という古代の上器を焼いた窯跡が発見されたのは昭和52年 (1977)。 林道開設の‐
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際に、炭の混じった真っ黒な土の中から無数のかけらが出てきたことによります。その後、多
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1鰺 東山の発掘調査

空
（

蒲平窯跡群ノ隋|

遺跡の立地  窯跡が分布する豊科町 東

山は、松本盆地の北東縁、北流する犀川の東

に連なる山地の一角に位置しています。この

山地は松本市芥子望主山 (標高891.5m)を 中

心に低 く連なっており、西側 (豊科町側)こ

そ標高差250mに及ぶ急な崖が続いています

が、南東側 (松本市側)は比較的緩やかで浅

い谷が発達し、山上には平坦地 も多 く見られ

ます。また、 ところどころに風化した粘土層

が露出し、湧水 も豊富でした。

こうした地形・地質的条件が窯を築 くのに

適していたのでしょう。松本市岡田から東 筑

摩郡四賀村にかけて窯跡群がいくつも発見さ

れており、中でも豊科町東山の上ノ山窯跡群

と菖蒲 平 窯跡群 は中核的位置を占めていま

した。

遺跡の発見  東山の窯跡群の調査・研究

は1950年代から開始されました。『東筑摩郡・

松本市・塩尻市誌』 (1973年 )に は、菖蒲平窯

跡群について、「現在 3基が発

見され、付近に遺物が散乱し

ている」 と記されています。

また、1977年 には林道工事中

に上ノ山窯跡群が発見され、

2基の窯跡の発掘調査が行わ

れました。引き続き、この調

査に参加 した豊科高校地歴ク

ラブの生徒により分布調査が

行われ、遺跡の広が りが明ら

かになってきました。

発掘調査の実施  1987年、

東山にゴルフ場が造成される

ことになり、工事に先立ち、

豊科町東山遺跡調査会によっ

て発掘調査が行われました。

5月 から11月 の短期間に、全

国から集まった大学生らが参

加 して、集中的に発掘するという例のない大

規模な調査 となりました。

調査は遺跡のまとまりと地形から、上ノ山

窯跡群を18、 菖蒲平窯跡群を12の地区に分け

て実施 しました。その結果、今から約1200年

前 (8世紀から9世紀代)の須恵器の窯跡が
とうこう じゅうきょ  こうばう

17基、陶工たちが住んでいた住 居 (工房)跡

が26軒発見されました。さらに粘土を貯蔵し

た穴、土師器や黒 色土器 という土器の焼 成坑

(穴)な ども発見されました。一窯跡群内で

これだけ多 くの須恵器窯跡が発掘されたこと、

しかも住居跡や粘土貯蔵穴などの施設、土師

器・黒色土器などの焼成坑 も一緒に発見され

たことは長野県において例がなく、生産の一

連の体系、さらにその展開を知ることのでき

る貴重な発見 となりました。

なお、上ノ山窯跡群の一部 と菖蒲平窯跡群

の多 くはゴルフ場のコース内に現状保存され

ています。

▲ 上 ノ山窯跡群・ 菖蒲平窯跡群遠景

北東上空より。松本平を一望できるこの丘陵の谷あいからは無数の煙

が立ち上っていたことだろう。



土器づ くりのムラを掘る

▲ 上 ノ山01地区遠景

下方は調査中の上ノ山02地区。窯跡は斜面の尾根

近 くや裾の適当な傾斜地を選んで築かれていました。

▲ 調査中の上 ノ山05地区

調査地はうっそうと樹木が茂った中にありますσ

窯跡の発掘は、まず、伐採した樹木の片づけや草刈

りなど清掃から始まります。

▲ 調査中の上 ノ山07地区

真夏の炎天下、急傾斜地での

作業は、平地の発掘では味わえ

ないほどの、大変なものでした。

く 上 ノ山窯跡群・菖蒲平

窯跡群地区区分

UE:上ノ山窯跡群

SB:菖蒲平窯跡群



▲ 調査中の上 ノ山15地区

この斜面では6基 もの須恵器の窯跡が見つかりま

した。窯跡の下方には窯から掻き出され捨てられた

炭ゃ失敗品が厚 く堆積しています。土よりも土器の

ほうが多いくらいで、まさに宝の山です。

▲ 竪穴建物の発掘 (上 ノ山18地区 )

山中の平坦地や緩傾斜地からは多 くの建物が見つ

かりました。いずれも、地面を掘 り窪めてつくられ

た竪穴建物で、陶工たちの住居や工腎跡と考えられ

ます。

▲ 菖蒲平窯跡群 (菖蒲平10地区)全景

この地区では、竪穴建物 1棟 と多 くの土坑が見つ

かりました。窯はこの平らの周囲の斜面に築かれて

います。

▲ 上 ノ山02地区の窯跡

天 丼は崩れ落ちて残っていません。崩れ落ちた天

井部や流れ込んだ土を除くと、取 り残された不類が

いくつも重なって出てきました。急斜面上でも製品

が置きやすいように、粘土で台を作ったり、須恵器

のかけらを置いて平らな面を作 り出すなど工夫され

ています6

◇ 土器のいろいろ

須恵器  答窯 (穴窯)を用いて高温で焼かれた青

灰色で硬質の焼き物。その技術は古墳時代に朝 鮮半

島から伝わったもので、初めに畿内を中心とする地

域で焼かれ、その後各地に伝播した。
`豊

科町東山も

その一大産地。

土師器  前代からの焼 き物である弥生土器の系譜

をひく褐色の素焼き土器。火に強いので煮炊きの甕

として多 く使用された。

薫電主桑  土師器の環・続などの内面を解き、炭

素を吸 著して質感を高めた土器。    
｀

灰釉陶器  須恵器に灰の釉 薬をかけたもの。今で

も焼き物の産地である瀬戸美濃地方で盛んに焼かれ

たもので、 9世紀後半以降、信濃にも多 くもたらさ

れた。

移
μ



須恵器の窯|

窯跡の分布  上ノ山窯跡群で17基の須恵

器窯跡を発掘しました。窯跡は小倉沢あるい

は吉沢から東西に入 り込む小さな谷の南向き

斜面にまとまって分布 しており、中でも上ノ

山15地区では 6基が並んで発見されています。

また、讐藉Ψ 雲跡撃では讐藉電の周囲と実ビ

沢の集落へ向かう緩斜面に20基以上が分布 し

ていることが確認されています。

窯の構造  窯跡は斜面に細長い穴を掘っ

て、わらなどスサを刻み込んだ粘土で天 丼を

架けたもので、ちょうどトンネルのような構

造をしています。燃料を燃やす焚回から奥の

遇指しまで、長さ 4～ 8 mttu後 、幅1.2mほ ど

の大きさで、製品を焼 きあげる焼 成部の床は

30～40度の急傾斜をなしていました。窯の壁

は鮮やかな紅色で、所によっては釉がガラス

状に青黒 くふきだしています。焚回の手前の

斜面は灰原 といって窯から掻き出され捨てら

れた炭や灰、焼き損じの須恵器が厚 く堆積 し

ています。
こ ぶ

東山の窯跡の特徴 としては、小振 りのもの

が多いこと、いずれも焼成部の床面が急傾斜

であることなどがあげられます。また、窯は

8世紀前半から9世紀代にかけて次第に小さ

くなっていくことも確かめられました。

▲ 窯壁に残 る指痕

(上 ノ山15地区 4号窯 )

窯壁には指でナデつけた痕や布の痕が

観察できるものもあります。また、粘土

の貼 り重ねから何度も補修されたことが

わかる例もあります。

▲ 上 ノ山14地区の須恵器窯

2基が並ぶ。上ノ山窯跡群では最古の窯で、 8世

紀前半のもの。

▲ 上 ノ山10地区の粘土貯蔵穴
ぎん み

土器づくりは、十分に吟味した粘土を選んで採掘

することから始まります。東山では採掘坑 (粘土を

採った穴)の発見はありませんでしたが、窯場近 く

の谷などで採掘したものと考えられます。このよう

な土坑 (貯蔵穴)でねかして粘性を高めてから利用

したのでしょう。

■奥壁

燃

卜

Ｆ 〓
斜

一部
傾

焼
一

焼成部

変換部

▲ 須恵器窯の構造



土師器・黒色土器の焼成|
土師器・黒色土器などを焼きあげた穴 (震

成坑)は、須恵器窯のように大がかりでなく、
くば

地面を掘 り窪めた簡単な構造をしています。

尾根や平坦地に広 く分布 しており、規模は長

径 1。 0～ 1。 8m、 短径0.8～ 1。 5mで、平面形は長

方形のもの、正方形のもの、円形のものがあ

りました。多 くは長方形のもので、底面 と壁

のうち三方が良 く焼けています。その度合い

から何度 も焼成が繰 り返されたことが考えら

れます。壁のうち、手前の一方は残 りがよく

ありません。灰の掻き出しに用いられたので

しょう。

上ノ山10地区に発見された 3号土坑は、長

径1.7m、 短径1.4mの平面長方形の上坑です。

▲ 上 ノ山10地区 3号土坑

この穴には多量の上器が詰まっていました。

は土器のほとんどを取 り上げてからのもの。

壁、特にその上面が著しく焼けており、床面
しょうど

には焼土・炭化物が面 となって広がっていま

した。炭化物の上面からは剥離・ひび害Jれ・
ゆが                   っき
歪みのある同一器形の杯が30個体以上出土し

ており、床面に燃料 となる薪 と土器を置き、

その上に枯れ草や灰などを被せて焼 きあげた

ものと考えられました。

同じような焼けた土坑は、上ノ山06地区・

上ノ山11地 区などでも発見されています。特

に上ノ山11地 区には、土師器・黒色土器など

の破片 と焼土・炭が斜面に厚 く堆積 しており、

上方にある焼けた土坑で土器生産が行われて

いたことを示しています。

▲ 上 ノ山11地区の焼成坑

左は竪穴建物。焼成坑と建物は近 くに発見される

ことカラ♭い。

隕
　
▲

写真

窯場の景観 (イ ラス ト:小原稔)上 ノ山15地区から上ノ山14地区を望む。



鶉| 山中に広がる集落

竪穴建物の分布  上ノ山窯跡群で25軒、

讐藉Ψ 曇跡器で 1軒の量質趣場を発掘 しま

した。これらは上ノ山08地区、上ノ山09地区、

上ノ山11地区、上ノ山15地 区など窯跡近 くの

緩斜面の尾根付近 と、上ノ山06地区、上ノ山

18地 区など平坦地にまとまって分布 していま

す。また、この他にも菖蒲平窯跡群内 (菖蒲

平05地区・10地区など)に多数存在すること

が確認されています。 規模は一辺 4m前後

と小型ですが、石を組んで芯にしたカマ ドを

備え、松本平の集落遺跡の住居跡 と構造的に
かたまり

は変わ りありません。なかには粘上の塊やロ

クロの軸穴 と考えられる穴の存在から、工房

だったことがわかる例 もあります。

出土遺物は、土師器・黒 色土器が主体で、

9世紀後半から10世紀初頭に位置づけること

ができます。須恵器生産 というよりも土師

器・黒色土器生産に伴って、これらの建物が

出現してきたことがわかります。このことは、

土器 焼 成坑 と建物が近 くに発見される例が

多いことからも裏付けられます。

上ノ山06地区 1号住居  小型の建物が多

い中で、一辺 6mと 際だつて規模が大きいの

が上ノ山06地区に発見された 1号住居です。

窯跡群全体を見渡せる尾根上に単独で位置し

ており、土師器・須恵器・東濃 (岐阜県)か

▲ 上 ノ山06地区 1号住居

正面の壁の中央には、瓦や石を芯にしたカマドが

造 り付けられています。

6

ら搬 入された灰釉陶器、カマ ド構築材 とした

瓦、石製品、鉄器を多量に出土しています。
てつぞく ぼうすいしゃ つ む

鉄器には鉄鏃 (鉄のやじり)・ 紡錘車 (糸 を紡

ぐ道具)・ 刀子 (小刀)・ 鎌などが、石製品に

は権威を示す帯具である石鈴などがありまし

た。粘上の塊 も出土しており、土器生産に係

わっていたことは明らかですが、それ以外に

もいろいろな道具を持っていることから、さ

まざまな生産活動をしていたことがわかりま

す。

▲ 上 ノ山18地区の竪穴建物

上ノ山窯跡群北西端の平坦地に位置するこの地区

からは、 4軒の建物が並んで発見されました。

▲ 上 ノ山06地区 1号住居の

埋甕

床の隅に埋められた甕。

中には、 トチの実がたくさん

入っていました。



1陶 さまざまな器

生産 された須恵器  窯では食 膳 に供す
か め

る不やお椀・皿の類や、大小の甕・壺など人々

の日常生活に欠かせないさまざまな土器が焼

かれていました。その量 は整理用 コンテナ

1000箱 に及びます。発掘調査で出土したもの

は灰原に捨てられた不良品がほとんどですか

ら、実際はその何倍 もの須恵器が焼かれてい

芸

たことになります。

器形の種類は、各種の蓋・不・椀・皿・盤・

壷・甕など全部で20種類以上あります。これ

らは、さらに法 量 (大 きさ)や技法などで細

分できます。また、硯や瓦、製作に用いる道

具の出土 もありました。

皿

托杯

つき    わん

⌒

蓋

短頸壺 鉢

さまざまな器―上ノ山窯跡群で生産された主な須恵器の器形一

0              20cm



▲ 上 ノ山01地区出上の円面硯

墨を磨る役目をする陸が中央に、墨 汁を貯める海が周囲を取 り

巻 くので円面硯 という。脚 部に蓮の絵が描かれた優品。

当時、 このような硯を使って文字を書 く人は限られていました。

官衛 (役所)やお寺に納めるものだったのでしょう。

▲ 上 ノ山05地区出上の瓦 当疱

軒丸式 の文様の型で瓦当範 という。木製が一般

的と考えられてお り、土製のものとしては千葉県

栗源 町コジヤ遺跡出土例 に次いで全国で 2例 目。

将来、これで作 られた瓦が発見されるかもしれな

い。

くっつ いた須恵器  >

窯には、効率よく器を

重ねて窯詰めします。ワ

ラなどを挟み込みますが、

時 として くつついてしま

うことも。左は無台の不

を14段以上積み重ねたも

ので、右は有台の不 と蓋

を交互に積み重ねたもの。

いずれも、窯跡ならでは

の出土品。

8

▲ 上 ノ山15地区出上の当て具

柄の部分は欠損。

甕など大型の土器を作るには粘土

を積み上げて作 ります。その形を整

える時に使 うのがこの当て具で、器

の内面に当て、外面を羽子板状の道

具で叩きます。甕の内面に見 られる

い くつも重なった同心円の模様、外

面に見 られる平行あるいは格子状の

模様 はこの痕。ただし、本製のもの

や、丸石を使 うことも多かつたよう

です。



東山の土器づくりのムラ

1婢 土器づくりのムラと古代の信濃

うえのやまかまあとぐん  しょうぶ

土器づ くりのムラ  上ノ山窯跡群・菖蒲
だいらかまあとぐん たみぞいけかまあと

平 窯跡群の南に連なる山中には、田溝池窯跡

群・田溝窯跡群・ 中の沢窯跡群・ フリアン沢

窯跡群・山田窯跡群 とよばれる須恵器窯跡群

が分布しています。発掘調査 こそ数例しか行

われていませんが、上ノ山窯跡群・菖蒲平窯

跡群同様に、奈良時代から平安時代にかけて、

継続して須恵器生産が行われていたものとみ

られます。
おか だ      しおから

また、近年行われた松本市岡田地区の塩辛

遺跡・岡田町遺跡・宮の前遺跡・岡田西裏遺

跡・原 畑遺跡・宮の上遺跡などの発掘調査で

は、廃棄されたと考えられる須恵器不良製品

がた くさん出土すること、貯えられた粘土や

土師器焼 成坑が発見されることから、そこに

窯跡群 と関係した集落が広がっていることが

明らかになってきました。

松本市岡田から豊科町にかけて、大規模な

土器づ くりのムラが広がっていたのです。こ

のムラを、中心に位置する山の名をとって、

芥子望主山窯跡群 と呼ぶことにします。

生産の展開  芥子望主山窯跡群で須恵器

生産が始まるのは 7世紀末になってからです。
め と ばがわ

窯跡は未発見ですが、女鳥羽川の谷口に位置

する塩辛遺跡から歪んだり窯壁が付着した須

恵器が出土していることから、縁辺部で操業

が始まったとみられます。やがて、 8世紀中

頃になると、田溝池窯跡群・田溝窯跡群・上

ノ山窯跡群など山中の複数の地点に窯場が広
おかだ まちいせき  みやの

が ります。また集落 も南の岡田町遺跡・宮の

前遺跡へ と拡大 します。 8世紀後半から9世

紀代にかけては、それぞれの窯跡群で生産が

展開し、窯数が最 も多 くなります。 9世紀後

半には集落が女鳥羽川の低位段丘面に位置す

る原 畑遺跡・宮の上遺跡から、山中の上ノ山

窯跡群・菖蒲平窯跡群内まで広 く分布するよ

うになります。また、上ノ山窯跡群・菖蒲平

窯跡群の他にも、岡田西裏遺跡・岡田町遺跡・

宮の前遺跡・宮の上遺跡でも土師器焼成坑や

粘土が発見されており、集落範囲とともに土

師器・黒色土器の生産 も広がっていったこと

がわかります。

フリアン沢窯跡群

上遺跡

□
低地

□飩・駈、Elp

圃LLAば 締

700生F       800       900

上 ノ山窯跡群
(集落)

■■|(窯 )

圏
―

目囲

菖蒲平窯跡群
(窯 )

(集落 )

■■■■J
國圃国轟回□囲

山 田 窯 跡 群

フリアン沢窯跡群

中の沢窯跡群 一日□||ト ー

田 溝 窯 跡 群 一

日

―

田溝池窯跡群 一

|■ ■ I―

塩 幸 遺 跡 圃 口

岡 田 町 遺 跡

宮 の 前 遺 跡 ―』目□□国

岡田西裏遺 跡 囲

原 畑 遺 跡 懸

宮 の 上 遺 跡 臨

9

▲ 芥子望主山窯跡群の分布と消長



上ノ山窯跡群の展開  上ノ山窯跡群では

8世紀前半に小倉沢最奥 (松本市境)の上ノ

山14地区において生産が始まります。また、

中頃にかけて対面の上ノ山15地区の小さな谷

にも入 り口から奥に向かって窯が築かれます。

8世紀後半から9世紀前半には上ノ山15地区

から上ノ山02・ 01地区へ、さらに上ノ山08・

07地区と北方に拡散・移動します。 9世紀中

頃から後半にはさらに北へ移動し、上ノ山05

地区や菖蒲平窯跡群内に窯が築かれます。

個々の窯は窯体・灰原 とも規模が小さくなり

ますが、操業数は最 も多 く、分布範囲も広 く

なります。一方、 8世紀後半に始まった土師

器・黒色土器の生産が拡大し、 9世紀後半に

は広 く焼成坑が分布するようなります。中で

も厚い灰層が形成される上ノ山11地区が生産

の中心 となりました。     かふんかせき

多様な生産  遺跡内に残る花粉化石を分

析した結果、窯跡群が展開する時期に樹木花

粉が減少し、それに伴ってソバの花粉が出現

し始めることがわかりました。特に土坑 (上

▲ 上ノ山窯跡群の展開

Iθ

ノ山10地区粘土貯蔵穴)に置かれていた粘土

からは、その花粉が多量に発見されました。

ソバは焼畑の主力作物であり、森林 (燃料材 )

の伐採によって開かれた地が焼畑などによつ

て畑地へ開発されていつたこと、さらに土器

生産 とソバ栽培 とが同時に行われていたこと

を矢日ることができます。

上ノ山窯跡群内の竪穴建物や山麓の集落か

らは鉄製の斧・鎌・紡錘車 (糸 を紡 ぐ道具)・

苧引鉄 (か らむしなどの草から繊維をとる道

具)・ 薦石 (む しろを織るときに使 うおもりの
は ぐちふいご  か じ

石)・ 輔 (鍛冶に用いる送風装置)の羽口 (送

風口)・ 錯など多様な道具類が出土 していま

す。また、土器生産に併行 もしくは後続する

と考えられる炭窯 も多 く見つかつています。

土器生産以外にもさまざまな生産・生業、す

なわち山林資源の経営・ 山野用益活動が行わ

れていたことがわかります。土器生産開始期

の集落 (捕羊造訴)が妾′亀翁鉾扇状地の一番

上に位置するのも扇状地の開発 =水田経営を

視野に入れていたからだと思われます。

▲ 上 ノ山05地区 1号住居出上の道具類

上 :鎌・鉄鏃,下 :紡錘車



|
松本平の須恵器生産  古代の松本平は信

濃国筑摩郡にあたります。この地域では芥子

望主山窯跡群の他にも、 7世紀代から8世紀

中頃にかけて、松本市新切窯跡群・鍬形沢窯

跡群・塩尻市菖蒲沢窯跡など複数の須恵器生

産地が出現します。この時期、古墳や集落で

は美濃須衛窯跡群 (岐阜県)の製品の出土が

目立っており、須恵器に対する需要の高まり

が開窯の契機になったと考えられます。実際、

菖蒲沢窯の製品は美濃須衛窯から陶工が移動

したのではないかと言われるほど似ています。

しかし、これらの窯はいずれも数基程度から

なり、短期間・小規模な操業でした。それぞ

れの小地域を対象 とした狭 域供給の窯だっ

たのです。

生産地の集約化  一方、芥子望主山窯跡

群でもこの時期に複数の支群において生産が

始まり、以後、急速に拡大 して 9世紀後半ま

で生産が継続されます。 8世紀後半以降

の窯が発見されているのは芥子望主山以

北の山中に分布する窯跡群に限られてお

り、須恵器生産がこの地域に集 約された

と言えます。

上ノ山窯跡群・菖蒲 平 窯跡群や山麓の

岡田西裏遺跡・宮ノ前遺跡では土師器 焼

成坑がた くさん発見されています。筑摩

郡で土師器焼成坑が発見されているのも

この地域に限られていること、また、集

落遺跡出上の土師器の規格が揃って くる

ことから、土師器生産 もこの芥子望主山

窯跡群に集約されたと考えられます。上

ノ山窯跡群・菖蒲平窯跡群出上の瓦や須
つば か め

恵器壺には土師器甕の技法であるハケが

ほどこされた例があり、土師器 と須恵器

が一体的に生産されていたことを示して

います。

こうして「筑摩郡に流通する土器は芥

子望主山窯跡群で生産する」 という体制

ができあが りました。長野自動車道建設

の事前発掘などで、松本平では古代の住

居跡が数千軒 も発見されましたが、そこで使

われた土器のほとんどが東山で焼かれていた

のです。

生産の背景  都の上器様式に対応した多

種多様な土器、さらに硯・瓦の出土、生産の

背景 にはそれ らを指向し敷衛 しようとした

(広 げようとした)有力者の存在がうかがえ

ます。筑摩郡 という範囲を供給範囲にしてい

ることから、郡の役人が生産にかかわってい

たと考えられます。さらに上田地方から平安

時代の初めには松本平に移ってきたとされる

信濃国府 (今でいう長野県庁)と も関係があ

ったことでしょう。上ノ山窯跡群で出土した

瓦は国府の建物の屋根を葺 くために、硯はそ

こで事務を執る人が使 うために焼かれたもの

かもしれません。東山の土器づ くりのムラは

筑摩郡、さらには信濃国において重要な位置

を占めていたのです。

▲ 松本平の窯跡群と古代の主要遺跡

東山は筑摩郡の工業地帯でした。
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1目 信濃の須恵器生産

須恵器の生産  須恵器の生産には従来の

土師器 とは違った、全 く新しい技術が必要で

した。そのため、専門の陶工集団があって、

生産にあたっていました。

須恵器が伝えられた当初は、畿内を中心 と

した地域で生産が行われます。大阪府南部、

堺市近郊の陶邑はまさに「須恵器」のムラで

最古最大の産地でした。その後、地方でも窯

が築かれ、全国的に須恵器生産が展開してい

きます。古墳時代の須恵器は主に古墳への副

当時国内の生産の中心地であった大阪府の陶

邑から陶工が移動して開窯したと考えられて

います。その後、窯跡の発見がなく約 1世紀

の空白が存在しますが、 7世紀の中頃から後

半になって中野市茶臼峯窯跡 (高井郡 )、 佐久

市石附窯跡 (佐久郡)な ど各地に生産地が現

れます。さらに、8世紀中頃からは髪 山窯跡

群 (水内郡)、 長丘 丘 陵 〔草間〕窯跡群 (高

井郡)、 聖 山東麓窯跡群 (更級郡)、 八重原窯

跡群・御牧ヶ原窯跡群 (佐久郡)、 竜丘窯跡群

(伊那郡)、 芥子望主山窯跡群・会田盆地窯跡
そうひん し ぞく

葬品としての性格が強 く、有力氏族の本拠地

周辺に窯が築かれた例が多 くみられます。そ

の後、寺院の造立や地方官衛 (役所)の整備

などに伴って、全国各地に生産地が現れます。

生産された須恵器はそれらに供給されたばか

りでなく、一般集落にも広 く流通するように

なります。

須恵器窯の分布と生産の展開  信濃での

須恵器生産は 6世紀前半の長野市松ノ山窯跡

(更級郡)に始まります。須恵器の特徴から、

群 (筑摩郡)な ど、諏訪を除 く各郡で拠点的

な窯跡群が成立し、生産を展開します。

このように、古墳時代の信濃は須恵器生産

が盛んな地域 とはいえませんでしたが、 7世

紀の後半からは一気に須恵器生産の盛んな地

域の仲間入 りをします。 8世紀の後半には食

器 (椀・皿類)は、すべてといつていいほど、

須恵器でまかなわれるようになります。

ぐん  つか ま す  わ

郡 60b年    710     810     910
水 内 A L__畳__型___」 □

高 井

埴 科

B □1   長 丘  丘  | 麦    |□

I『  1
更 級

匡コ松ノ山 E □           □

小 県 9_貝 _E璽

=

田 |□

佐 久

根岸 (石附)EI

HI

」
八重原 |□

御牧ヶ原 |□

諏 訪 K Eヨ 鬼戸

伊 那

筑 摩
R

P

新切□□□
S□

T□

菖蒲沢Eコ

Q臥形刈

安 曇 U匡

▲ 信濃の窯跡の分布と消長
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窯構造の特徴  信濃の窯跡で特徴的なの

が焚回の壁に礫を用いる例です。多いのは平

石をたてたものですが、中には礫を積み上げ

たものも認められます。塩尻市菖蒲沢窯跡 (筑
ま

摩郡)に いたっては、壁全体に平石がたてら

れています。

焚口に一対の平石をたてる例は全国各地の

窯に認められます。しかし、信濃ほど多 くは

なく、ましてや礫を積み上げる例はほとんど

聞きません。

焚口に礫を積み上げる構造は中野市茶臼峯

6号窯跡 (高井郡 )、 佐久市石附 7号窯跡 (佐

久郡)な ど既に 7世紀代から認められます。

しかし、同じ窯跡群でも有る窯 と無い窯があ

り、今のところ、特定の地域や時期に偏ると

いう傾向は見いだせません。それ自体は燃焼

を良 くするための工夫や、補強あるいは閉塞

(窯 を燃焼途中でふさいで、窯内を還元状態

にすること=須恵器の焼成には不可欠)に係

わるものと考えられます。しかし、岐阜県美

濃須衛窯跡群の陶工が来て須恵器を製作した

▲ 茶臼峯 6号窯跡 (中野市)

大川清・金井汲次 1964 「長野県中野市草間窯業遺跡」

とされる塩尻市菖蒲沢窯跡など、他地域から

技術導入したと考えられる窯跡でも認められ

ることから、他に積極的に採用される理由が

あったのでしょう。窯の系譜や陶工組織を考

えるうえで重要な視点になりそうです。

なお、上ノ山窯跡群でも、焚口に礫を立て

たと考えられる窯 (上 ノ山15地区 1号窯など)

が発見されています。

▲ 上 ノ山15地区 1号窯

壁に使われていたと思われる石が焚口に落ち込ん

でいます。

ビ>~

0°
′

の

9             ?m

▲ 菖蒲沢窯跡 (塩尻市 )

塩尻市教育委員会 1991 『菖蒲沢窯跡』

『信濃』第16巻第11号 より

よ り
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土師器甕 と焼成坑の地域性|

焼成坑の形態  土師器を焼いた「土師器

焼 成坑」の発見は須恵器窯ほど多 くありませ

ん。上ノ山窯跡群・菖蒲 平 窯跡群を除けば、
みやのまえいせき  おかだにしうらい

長野県では松本市の宮の前遺跡・岡田西裏遺

跡、中野市の栗 林遺跡などで発見されている

にすぎません。いずれも、須恵器窯跡群の一

角に位置する遺跡です。

形態は、栗林遺跡が方形、上ノ山窯跡群・

菖蒲平窯跡群・宮の前遺跡・岡田西裏遺跡が

長方形でした。山梨県の巨摩地方では円形の

上師器焼成坑が発見されており、地域によっ

て違いが認められます。

土師器に認められる地域性  一方、生産

された土師器の形や製作技法に

も違いが認められます。煮炊き

をする道具である土師器甕でみ

てみましょう。

北信 (長野市近辺)ではロク

ロ成型でケズリまたはタタキの

ほどこされた砲弾型の長甕 とロ

クピ調 整の小甕が、景稽 (佐久

市近辺)では薄 くヘラケズリし

たいわゆる「武蔵型」長甕 と小

甕が、中信 (松本市近辺)・ 南信

(飯田市近辺)では平底で胴部

外面にハケをほどこした長甕 と

ロクロ調整の小甕がそれぞれ使

われています。このことは、そ

▲ 中信の土師器甕

豊科町吉野町遺跡出土

Iイ

れぞれの地域に違う土師器を作る集団が存在

していたことを示しています。図をみれば、

焼成坑の形態の違いと土師器甕の違いが見事

に一一致していることがわかります。

土師器の生産体制  周辺地域の様相 もあ

わせると、北信は北陸、東信は北武蔵、中・

南信は東海 との強い関係がうかがえます。ま

た、筑摩郡同様に、北信でも須恵器窯跡群内

に土師器焼成坑がありました (栗林遺跡)。 そ

こで生産された土師器にはタタキなど須恵器

製作技法が採用されており、北信でも土師器

と須恵器の一体的生産が行われていたことが

わかります。

)=

|~τ三戸
~三

「

▲ 土師器甕と焼成坑の地域性



|

凸帯付四耳壺  粘土で作る土器は思いの

ままの造形が可能です。古代にも、縄 文土器

ほど個性的ではありませんが、各地で特徴あ

る器形が焼かれていました。

須衛窯産の須恵器が多数 もたらされていまし

た。また、塩尻市菖蒲沢窯跡をはじめ、これ

らの地域から技術導入して成立 したと考えら

れる窯 もいくつかあります。美濃須衛窯の製

品を祖形に、 8世紀中頃から後半に、信濃独

自の「凸帯付四耳壺」に発展していったもの

と考えてよいでしょう。

分布の背景  凸帯付四耳壺は 8世紀後半

から9世紀にかけて一気に信濃全域に広が り

ます。急速な広が りの背景には「信濃」 とい

う国意識が強 く働いていたと考えられ、国府

の関与がうかがえます。さらに、東国への波

及は前衛 としての信濃の政治的位置が強 く反

映されているとみられます。

上ノ山窯跡群・菖蒲平窯跡群でも8世紀後

半以降、凸帯付四耳壺がた くさん生産されて

います。その時期は信濃国府が筑摩郡に移っ

たとされる時期 と一致します。凸帯付四耳壺

の広が りは、当時の政治権力 と土器づ くりの

ムラとの関わ りを何かしら暗示しているよう

です。

`八坂前窯跡

しな の とったいつき し じ こ

信濃では「凸帯付四耳壺」がその代表です。

広回の大型の壺 (瓶)の肩部に凸帯を巡らし、
とっ き  .

それを 4分割するように瘤状の小突起 (耳 )

を付けたもので、県内各地の窯で焼かれ、集

落跡からもごく普通に出土しています。しか

し、県外からの出土例は少なく、信濃独自の

器形 と考えられています。

凸帯付四耳壺の分布  ところが最近、信

濃以外でも出土が報告されるようになってき

ました。甲斐 (山梨県)では既に数十例に達

し、越後の種学雲跡 (新潟県)、 寵きの品脅撃

跡 (石川県)、 武蔵の南多摩窯跡 (東京都)・

企鰐
前曇跡・薪久曇跡 (埼玉県)、 雫野の標答

窯跡 (栃木県)等での出土により、それぞれ

の地域で生産されていたことも明らかになっ

てきました。また、遠 く、崖奥の甲姜奇¬黎訴

(青森県)等でも出土が報告され

器形の成立  そもそも凸
こぶ

帯に瘤状の耳が付 く器形は、

8世紀前半の岐阜県美濃須衛

禁跡 (薯猶曇跡.精凸西撃跡)

に認めることができます。 8 美

世紀前半の信濃には、美濃

▲ 凸帯付四耳壺

「凸帯付四耳壺」の広が り

ヨL列還馴`     二之宮遺跡

▲ 凸帯付四耳壺の分布

滝寺窯跡 中野平遺跡
美濃須衛窯跡群

南多摩窯跡群
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| 生産の終焉

土器づ くりのムラ、その後

豊科町東山の土器づ くりのムラは古代の筑

摩郡、さらには信濃国において重要な位置を

占めていました。今を遡ること千数百年前、

この丘陵の谷あいからは土器を焼 く煙が絶え

問なく立ち上1っ ていたことでしょう。そして

ここで焼かれた土器は松本平一円に運ばれ、

多 くの人々の食卓に並べられたことでしょう。

しかし、この土器づ くりのムラも、やがて

終 焉の時期を迎えることとなります。

生産体制の小規模分散化  芥子望主山窯

跡群では、 9世紀前半まで、窯は山中に、拠

点 となる集落は山麓に置かれていました。し

かし、 9世紀中頃、土師器・黒色土器生産が

盛んになるとともに、山麓から山中まで広 く

建物 と焼成坑が出現します。両者は近 くにあ

ることが特徴で、須恵器窯の小型化 ともあい

まって、生産体制が/Jヽ規模分散化したことが

わかります。

建物の規模・遺物の内容が際だっていた上

ノ山06地区 1号住居は、まさにその小規模分

散化を主導する有力者の住居だったと評価で

きます。

また、土器以外の多種多様な生産 もこの時

期に最 も盛んになります。松本平西部では初

期 荘 園の経営も活発化します。こうした有力

者は、筑摩郡あるいは信濃国という公的な枠

組みを巧みに利用しながらも、着実に私富の

形成、私的な流通の拡大をはかっていったこ

とでしょう。こうして、松本平のそこかしこ

で、しだいに中世の足音が聞こえてくるよう

になります。

生産の終焉  9世 紀末には、消費地 (集

落跡)の食器は東海地方から多量に持ち運ば

れた灰釉陶器 と土師器が中心になり、須恵器

は姿を消していきます。また、地元で生産さ

れた土師器 もしだいに個体差が大きくなって

いきます。こうして、須恵器・土師器・黒色

土器など多種の土器を筑摩郡域に供給した一

体的・一元的な生産体制は終焉を迎えること

となります。

以後、東山から土器を焼 く煙が立ち上るこ

とはありませんでした。やがて、荒れ地が拡

大し、二次林 としてのアカマツ林が形成され

ます (花粉分析結果より)。 そして、中・近世

には入会山として再び草木の伐採が行われる

ことになります。発掘で見つかった炭窯の一

部にはこの時期のものもあるかもしれません。
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▲ 古代の景観 (イ ラスト:小原稔)豊 科町吉野町遺跡から東山を望む
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所  在  地  長野県南安曇郡豊科町大字田沢 上ノ山地籍

調 査 主 体  豊科町東山遺跡調査会

調 査 原 因  ゴルフ場造成

調 査 期 間  1987年 5月 から11月

遺 跡 の 立 地  丘陵

松本市岡田地区から東筑摩郡四賀村にかけての山中に広がる須恵器窯跡群の一角

遺 跡 の 時 期  奈良・平安時代 (8世紀前半から10世紀初頭)

遺 跡 の性 格  筑摩郡一帯へ製品を供給した窯業生産遺跡

須恵器生産から土師器 0黒色土器生産へ展開

竪穴建物は土師器・黒色土器生産に伴って出現

このころ筑摩郡へ移庁したとされる信濃国府 とも関連

主 な 遺 構  上ノ山窯跡群  須恵器窯17,竪穴建物25,土師器焼成遺構25以上・粘土貯蔵施設・炭窯・

土坑他

菖蒲平窯跡群  竪穴建物 1,土師器焼成遺構 2以上,炭窯 0土坑他

(現状保存地内に須恵器窯20以上,竪穴建物・土師器焼成遺構多数)

主 な 遺 物  上ノ山窯跡群  須 恵 器  不A・ 不 B・ 不蓋・椀・皿・台付不・盤・高盤・長頚瓶・短

頚壺・水瓶・四耳壺・鉢・橘鉢 0甕・瓶子・小壺托不 。円面硯

など

土 師 器  無台椀 (不)0有台椀・皿・耳皿・小型甕 0甕 。甑など

黒色土器  無台椀・有台椀・皿など

灰釉陶器  椀・皿 0瓶など

瓦   丸瓦 0平瓦・軒丸瓦・瓦当範

そ の 他  当て具 0土錘・鉄製品・石製品など

菖蒲平窯跡群  須 恵 器  不A・ 不 B・ 不蓋・椀・皿・長頚瓶 。短頚壺・四耳壺・鉢 0

甕など

土 師 器  無台椀・有台椀・皿・小型甕・甕 0甑など

黒色土器  無台椀 0有台椀・皿など

灰釉陶器  椀 0皿・瓶

瓦   丸瓦 0平瓦

そ の 他  鉄製品 0石製品
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